
（別紙３）

～ 2025年1月15日

（対象者数） 37 （回答者数） 22

～ 2025年2月20日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・あそびがマンネリ化しないような物品の見直しや新調
・支援の質の向上をはかる教育や研修

2

・保護者のニーズだけでなく、
　利用者本人の思いも汲めるような計画の提案
・定期的な支援の見直し
・情報共有の方法の見直し

3
・職員だけでなく、ご家族にも
　周知してもらえるような発信の工夫

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・緊急時の連携のことも考えると、早めの連携出来る関係の
　構築が必要だと感じている。
　利用者さんの通っておられる学校の児童クラブと連携し、
　交流する機会を作る

2
・自立支援協議会からや、その他機関からも、研修会の案内
　などが来ているが、お知らせ出来ていないことが多い。
　次期は意識してお知らせしていきたいと思う。

3
・定期的なお知らせであったり、ブログなども活用しながら
　知っていただけるような周知の方法を検討していく必要を
　感じる

○事業所名 放課後等デイサービスゆにこ

○保護者評価実施期間 2024年12月19日

○保護者評価有効回答数

2025年1月4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月12日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

非常時等の対応(従51)
緊急時に備え、ご家族への周知が必要であるが、

発信が足りていない

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

適切な支援の提供（保11）
関係機関や保護者との連携(従31)

放課後児童クラブや児童館との交流や、
地域の他のこどもと活動する機会を作れていない

保護者への説明等（保14）
関係機関や保護者との連携（従35）

家族の参加出来る研修会や情報提供の機会

環境・体制設備(保1.2.4/従1-4) 人員の配置・環境設定

適切な支援の提供(保6-9/従11-14.16-25) 支援者間だけでなく、関係機関との情報共有や連携

非常時等の対応(保23-26/従46-54) 定期的な会議・研修・訓練等

事業所における自己評価総括表公表


